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1945 年、8 月 6 日、月曜日 
広島で亡くなった人々のために 
 
超人化を言葉で表すことは不可能だ。 
だが恩寵によりいつかそれを経験できる人には 
この例で足りるだろう。 
『神曲』天国篇  
 
 
１．イントロイトゥス（入祭唱）* 
 
朝はわたしたちを永遠の不安*に目覚めさせる。 
ガラス窓のむこうに 
アダムの子供たち*の鐘楼 
わたしたちのスレート屋根、わたしたちの信条、わたしたちの中庭が 
初
うい
々しさのうちにただよっているのが見える。 
霧のなかから彼女は姿をさらけ出す、 
無原罪の処女*の都市は 
まさに復活しようとして。 
朝はわたしたちを永遠の不安に目覚めさせる。 
 
〔 46 〕 
ほろ苦い緊張がわたしの心に湧き起こる、 
その美しさを見て。 
川に沿って、森に沿って 
明るい街路が伸びている。 
鉛筆で描いたような山々の輪郭が 
彼女を生まれたままの姿にしている―― 
裸の、都市＝少女は 
簗
やな
の浅瀬*で眠っている。 
朝はわたしたちを永遠の不安に目覚めさせる。 
 
妖怪が尊大に輝きながら東から現れる、 
彼女が隠れている煙のなか、いたるところに 
バラ色や銀色を振りまき 
真昼の閃光のうちに、欲情が 
彼女を陵辱して処女を奪い、 
そしてすべての建物が、 
すべての煙突、すべてのマストが 
黒焦げになった骨、ネガ*として残り、 
それがわたしの詩のテーマをあらわにする。 
朝はわたしたちを永遠の不安に目覚めさせる。 
 
イントロイトゥス（入祭唱）：ミサ（ミサ曲）の開始を告げる文（歌）。 
永遠の不安：入祭唱冒頭の「主よ、永遠の安息を彼らに与え、絶えざる光で
照らし給え」を踏まえた表現。 
アダムの子供たち：原罪を負った人間。アイルランド語ではアダムとアトム
（原子）が語呂合わせになり、「核の時代の子供たち」とも読める（カーニー）。 
無原罪の処女：通常は聖母マリアを指す。次の行の「復活」もキリスト教を
連想させる言葉。 
簗
やな
の浅瀬：ダブリンのアイルランド語名は「簗の浅瀬にある町」（カーニー）。
広島とダブリンが二重写しになっている。 
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ネガ：英訳では sunprint。原爆の熱で一瞬にして消えた犠牲者の影・輪郭が
地面に残っているさま（カーニー）。 
 
 
２．キリエ（主よ）* 
 
「シュ イーサスー アワレミー タマイ！（主イエスよ、憐れみたまえ！）」* 
その祈りは悲劇の朝、広島の街で聞こえた。 
 
無慈悲なわれらに慈悲を与えたまえ、 
われらの科学的な欲情を憐れみたまえ。 
われらは自らのために作ったのだ、新しい太陽*を。 
それをいまわしい天候のなかから出現させよ。 
われらはリンゴ*を発見し、 
それがもとの太陽を雲に隠した。シュ イーサスー。 
 
アワレミーをわれらに。通りを 
一歩一歩あるく、この月曜の朝* 
自らの影が 
鏡からこちらを見ていることに気づかずに。ほかの大勢の人々が 
もの言わず、われらに歩調を合わせる、 
灰となり、死んで、礼儀正しく。シュ イーサスー。 
 
シュ。わたしは歩く。言語に起きた災難の結果* 
わたしはわれらが収めた勝利について考えながら 
前に進む。善と悪の知識は 
舵をもたぬ男の意思のうちにある、 
小さな神になろうとしている者の―― 
アワレミー。アワレミー。シュ イーサスー。 
 
〔 48 〕 
ここでわたしはアーチをくぐって大学*の建物に入る、 
初々しい顔の若者たちの流れに逆らって泳ぐように進む、 
かばんをかけた学生たちが、光のほうに押し寄せる、 
空間について、最新の理論を論じながら 
ブロンド、赤毛、 
胸には数学のよろいをまとって。シュ。 
 
通り過ぎたあとにいい香りが残る。 
狭い通路にしばらくただよう、 
心地よい束の間のおしゃべりのうちに集められた 
若さの輝きと無邪気な笑いさざめきが。 
ニンフたちはわれらの手をすりぬけた* 
だが若い世代の蜜はアーチの下、われらの間に残っている。シュ。 
 
わたしはふたたび現在時制の目で、 
禁断の石、修道院の中庭 
平和な回廊が枕の上で夢見るのを凝視する。 
それは目覚めはしない、鐘の音の響きや 
壁にかかったバラの中心で発せられる 
苦い歴史の物言わぬ叫びによっては。シュ。 
 
日付が書かれている、建築家の名も、 
善意と確信に満ち、不毛な、学術的な会話、 
心に響く言葉で告げられることはない、 
原初のアーチを設計した建築家*の名は。 
審判の日は言及されない、 
汚らわしい砂利が靴のかかとの下でしゃべるまでは。シュ。 
 
どしんと鈍い音がグラウンドから聞こえて 
静けさを増幅し 
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自分たちがいる砂漠の懶惰に気づく 
わたしたちは子供じみたお面をかむり、 
自分たちに重い刑罰が下らないよう願う、 
バラが香りの中心から叫んでいるにもかかわらず。シュ。 
 
わたしは探し出す、さびれた図書館の陳列棚に、 
古い文字が描かれ、カワウソが 
魚をくわえているケルズの写本*を。 
それは文様とくずれた文様、二つの謎のあいだに 
結論を閉じ込めている、 
わたしを殺した、やせ細った者の名*において。シュ イーサスー。 
 
シュ。歩け。わたしは歩く。わたしたちは歩く 
動詞の活用のなか、死を招く声のなかを、前へと 
月曜から月曜まで、目的もなく、この都市の花崗岩に刻む 
エンブレムを考案しながら。 
少女が正面に*。 
シュ イーサスー アワレミー タマイ！ 
 
キリエ（主よ）：ミサの一部。「主よ、憐れみたまえ」で始まる。 
「シュ イーサスー アワレミー タマイ！」：Siú Íosasú, amhaireimí 
tama-i! 日本語の「主イエス、憐れみたまえ」の音をアイルランド語の綴
りで表したもの。 
新しい太陽、リンゴ：原爆のこと。リンゴは原罪をもたらした禁断の木の実。 
この月曜の朝：1945 年 8 月 6 日、月曜。アイルランド語の原文では「審判
の日」も含意する（カーニー）。 
言語に起きた災難の結果：アイルランドはイギリスに征服されて固有の言語
（アイルランド語）を失い、英語圏になった。第二次世界大戦中は中立国
だったが、英語圏ということで詩人は連合国側の立場に身を置き、その上
で原爆投下に罪悪感を覚えている。 
〔 50 〕 
大学：ダブリン大学トリニティ・コレッジ。 
ニンフたちはわれらの手をすりぬけた：「ニンフたちは行ってしまった」T. S. 
エリオット『荒地』175, 179 行のエコー（カーニー）。 
原初のアーチを設計した建築家：神。 
ケルズの写本：聖書の写本『ケルズの書』。トリニティ・コレッジ図書館にあ
り、ギリシア語でキリストを表す最初の二文字 χρ が図案化された頁が展
示されている。「古い文字」とはギリシア文字を指す（カーニー）。またこ
の図案の中央下部には魚（キリストの象徴）をくわえたカワウソが描かれ、
聖体拝領を表している。 
やせ細った者の名：イエス・キリスト。 
少女が正面に： ‘The girl is in her face.’ オトゥーリシュクはこの詩の、1～
4、8～10 連の英訳を発表していて、最終行を ‘The girl (i.e. death) is in her 
façade.’「少女（死）がファサードに」としている（カーニー）。考案した
エンブレムが死を表す少女だったということ。 
  
 
３．グラドゥアーレ（昇階唱）* 
 
お許しください、キリスト様。 
わたしは盗みを働きました。 
あなたの朗々とした歌*のかたちを 
わたしの幻影*のために借りたのです。 
 
小さくはない魂の痛みが 
苦しみにさいなまれた都市の 
石段の上に立っている*、帽子もかぶらずに、 
わたしは盗んだことで*苦しんでいます。 
 
わたしたちは邪悪な時に 
ダブリンで死んだ死者です。 
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日の照る冒瀆的な日に 
わたしたちはヒロシマを爆破しました。 
 
わたしたちはもはやイールやエーヴァル*を先祖にもつゲール人ではない。 
ディアドラの花のために用意された嵐*が、破滅をもたらしたとはもはや考え
ない。 
朽ちていくわが日々のこの時、たくさんの船が浮かぶリフィー川*のほとりで 
はっきりとわれらの起源と災いを見る、われらはイヴの子供たち*。 
 
グラドゥアーレ（昇階唱）：ミサの使徒書簡と福音書のあいだに歌われる賛美
の歌。 
あなたの朗々とした歌：昇階唱。 
わたしの幻影：この詩を指す。 
石段の上に立っている：原爆で焼け死んだ人の影が石段の上に残っているこ
とを指すか？  
わたしは盗んだことで：昇階唱を借用して詩を書いたことと、太陽を盗んで
原爆を製造したことの二つの意味が重なる。 
イールやエーヴァル：ケルト神話におけるゲール人（アイルランド人）の祖
先ミルの息子たち。 
ディアドラの花のために用意された嵐：ディアドラはケルト神話の悲劇のヒ
ロイン。生まれた時に、ドゥルイド僧によって、美しい彼女のために多く
の男が命を落とすことになると予言された。 
リフィー川：ダブリンの中心を流れる川。 
イヴの子供たち：アダムの子供たちに同じ。原罪を負った人間。ケルト神話
ではなく、キリスト教の原罪から自分の存在をとらえる。 
 
 
  
〔 52 〕 
４．ディエス・イレ（怒りの日）* 
 
緑色のバス*、動く夢が 
その象徴を中生代のぬかるみ*から 
リフィー港へと運ぶ。一階も二階も満員で 
うめき声が道路にあふれ出る。時間は進むが、 
イメージは残り、わたしたちはみな進んでいく、黙った人々の顔、 
口ひげ、くわえタバコ、スキンパウダー、 
何も言わない口には珊瑚色の口紅、 
爪の手入れの行きとどいた指先が夢見心地で 
三ペンスの運賃を車掌に差し出す。 
そしてわたしたちは進んでいく、ひざとひざをつきあわせ、わたしたち 
ひとりぼっちと、ひとりぼっちと、ひとりぼっちが 
時間の子宮のなかにたばねられ 
ブリキの標識や輝くガラス窓の下を 
真昼の都市のレトリックのなかを通って、 
クラクションがまわりのクラクションに答え、 
その反響が記憶のなかのうなり声に答える―― 
 
日の照る冒瀆的な日に 
わたしたちはヒロシマを爆破した。 
 
ひざとひざをつきあわせて進んでいく、 
若者と美しい娘が 
色欲でつながって。イヴの子供たち、 
かぐわしい子孫たち、笑い声をたてた最初のカップル。 
だから夢見心地のバスのなか、 
にわか雨の合間に日差しが魔法をかける時、雨粒がしたたるガラス窓に 
このふたつの明るい笑顔はあらわれる。 
そこには、正確に「有罪」と刻印されている、だが十字架にかけられたキリ
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ストよ、 
二人はずっとかぐわしさの中心から外を見ている 
目を輝かせ、美しいまなざしで―― 
詩は印刷され 
彼女のキモノの花柄は 
処女の花嫁の若い胸に 
あざやかにしるされたモチーフだが、 
わたしたちは進んでいく、ひざとひざをつきあわせて、自動的に、 
この不安なわたしたちの世代が進んでいく、 
破裂せんばかりのピストン、 
わたしたちが生み出した騒々しさ*の律動、金切り声をあげるギア、 
ぶつぶつ言うブレーキ、不意のよろめき、ガタゴト進む音、 
悲嘆に暮れた金属のほえ声、鐘の音、 
コールタールとゴムタイヤが出会って、 
求愛を演ずるが、子宮をふくらませることはないだろう、 
人間性のこの陰鬱で暗い時代には。 
望みのないまなざし、明るい色の頬をガラス窓に押しつけ 
低速ギアで発車するこのわたしたちの世代、 
行く手で運命があんぐり口を開けているが 
通りの長さの分だけ求愛を演じている。 
 
ああ、日本の乙女よ、わたしたちは通りのなかほどで 
きれいにしっかりと君の肌に焼きつけた、 
求愛と妊娠を。 
 
タイヤの挽歌。鐘。停車と発車を告げ、 
それがわたしの記憶のなかで鳴り響き、 
月曜の今日が怒りの日であることを宣言する、 
割れたガラスがチリンチリン鳴る時―― 
〔 54 〕 
バスが停車するまで降りないで下さい。 
午後の通りに降りないで下さい。 
ああ、やさしく孤独で、皮肉なキリストよ。 
オコネル橋の上で、美しい、とわたしは言った、 
その声は聞こえなかった、タイヤの挽歌と 
鐘の音にかき消され。軽蔑した笑みを 
太陽が窓越しに送ってくる。 
時のはずみでちりが宙を泳ぐ 
波打つ原子たちの長いダンス、 
つぎからつぎへと、さらにもうひと組、 
原子とその美しい燃え残りのダンス* 
そして時代の灰が音の進行に乗せて 
この月曜の昔ながらのケイリー*のダンスを踊る。 
やがて東から曙光がさしてきて 
通りの端にあふれ出て 
太陽の笑みはガラス窓でくだけ、 
死ぬ運命にある輝く乙女をあらわにする、 
影から彼女の美しい顔を、 
その表情から頭蓋骨をあらわにする、 
そしてわたしの心のなかで、受動態の声が響く、 
 
この日の照る冒瀆的な日。 
 
わたしはちらりと見る、窓の外でリフィー川が 
にわか雨の合間に日差しの魔法にかかって 
八月を反映する。百
もも
鳥
どり
の集い* 
言葉とカモメの集まり*。伝説の時代、 
むかしむかしのある日 
純粋なアイルランド語が水しぶきをあげてキラキラ輝き、 
それがエーニアの子宮にルーを形成した*。 
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二人の乗組員のいる荷船が、ポッポッと音をたてながら 
わたしたちの足下をすべるように進み、航跡を残している。 
良質のギネスビールを積んで、流れに乗って 
東へ東へと進み、わたしたちから離れていく。 
わたしたちは伝説を粗雑な喜劇に仕立て上げた、 
わたしたちは核の中心に、守護聖人を創造した。 
だからエネルギーは質量×光速度の二乗に等しい*―― 
それはわたしたちの神への愛、わたしたちの聖なる落とし子、 
わたしたちの長腕のルー、美しい子供、 
全能の職人の祭日 
 
わたしたちはヒロシマを爆破した。 
 
いっぽうバスはガタンと減速し 
オコネルの記念碑*の横を通る、オコネルは形のよいブロンズの外套を着て 
彼の四人の天使は 
愛の痛みに耐えて 
刷新を求めた銃弾が官能的な乳房に埋まっている。 
日よけ帽をかぶった黒人がわたしの方を向いて 
「誰？」と聞く――「解放者さ」 
男はそれをメモ帳に書き込む、 
孤独で皮肉なキリスト。 
 
いとしい人よ、わたしたちはあなたに 
あの日、解放者をおくった、 
わたしたちの絆の帯を 
十字架の上で断ち切った不毛なやいばを。 
 
前に、さらに前に。わたしたちは 
自分の人種に背を向けた民族*だ。 
〔 56 〕 
通りに並ぶ商店のおかしな英語、 
くずれた名字、痕跡、 
標識に印刷された七カ国語の陰影、 
文明の漂流物。ドリンク、タバコ、 
パンと劇場、人間的な連禱 
そのなかをわたしたちはガラスの棺桶に入れられて送られる 
 
わたしたち、 
ダブリンで悪い時に死んだ死者たち、 
 
無気力な時、精神的なまどろみの時、 
首都のメインストリートを 
よろよろしながらもまっすぐ自分たちの運命へと進んでいく、 
日々の葬送でメトロポール*を通り過ぎる、 
母なる都市という名に書かれた 
なぞに気づかずに。 
それはネオンサインに表示され、怒りの日に 
わたしたちの葬送競技*を告げる。 
 
できることなら許して下さい 
わたしたちが「黒い水たまり*」から 
あなたのつややかな首への愛をこめて 
もっとましなプレゼントを贈らなかったことを、妹よ。 
 
女が身じろぎせずに座っている、貧弱なかたちの財布を 
洗濯ソーダで荒れた手で 
胸に押し当てている、 
貧困が作った母の手だ、 
しらがまじりの髪が 
子育ての苦労でできたしわの上にかぶさっているのが見える。 
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地味な外見、借金にむしばまれ、 
海外にいる娘を思う。 
突然ひらめいた。もしかして大地は生きている？ 
だがそれは単に宝石店の窓から通りを越えてはね飛んだ 
赤い光にすぎなかった。彼女の夢は傷ついた、 
血の色をした宝石の火の玉によって。 
そして何も気づかず彼女は目を落とす、 
若くして結婚した時の素朴な指輪に。シュ*。 
 
わたしたちはあなたに起こったことを申し訳なく思います 
わたしはすてきな詩をあなたに書いてあげましょう 
でも家宝となる宝石をあなたに授けても 
小さなバラよ、手遅れではないのか 
 
罪と死が同乗していて、 
ガラス窓には影、日差しの魔法 
そして運命がみな吹き払われるに至っては。 
新聞売りの少年が大声で 
午後に起きた小さな悲劇を叫んでいる、 
ヨーロッパの西の果てでの審判の日、 
そこでわたしたちは出会う。素朴な民族だ、 
貧しいベッドで生まれ精神的にまどろんだまま 
人生の戦いの間中、 
革のケースにきっちり収まった自分のカメラを持ち続けるが、 
やがて太古からの声が聞こえ、 
断続的に音をたてる電気ドリルが 
抽象に穴をうがち、わたしたちに気づかせる、 
わたしたちが生きている基盤が砂利であることに―― 
 
その鈍い音のなかに、詩の才能がある。 
〔 58 〕 
エリウゲナ*の後継者たち、 
わたしたちの新しい詩が道を押し進む、 
あなたの処女膜を破りながら。 
 
さっきの美しい娘が上品にあくびをする。 
ガラス窓を伝う雨の筋に形をくずされながら 
彼女の影が気まぐれな日差しを浴びて輝く。 
わたしはアプロディーテとプリマヴェーラ*を思う。 
彼女の蠱惑的な口元には 
海の珊瑚と真珠が並んでいて、その海のなかでわたしたちは生きる、 
なかば聖なるものとして、なかばおぼれかけて。 
母親は身じろぎせずに座っている、もの思いにふけりながら。 
黒人の片目が突然光る、 
永遠に向かって掘り進めたファラオの墓に刻んだ 
生きた光のしるしのように。 
彼のネクタイと日よけ帽はわたしのもの 
でもそのほっつき回る空想の豊かさはちがう。 
月曜から月曜までの生活上の必要に追われ 
旅人*は決して分け前にあずかれない。 
まじりけのない絹がキラキラし 
蠱惑的な衣ずれの音が聞こえる、そして彼女は足を組んで・・・ 
 
宝物ガ波間ニ* 
 
水中の宝物。わたしたちの統語法はこわされた。 
金属製のピストンが大きな音で鼓動する。 
車掌はふらつき、 
クロム製のバーにぶらさがってウィンクする。 
母親はもの思いにふけったまま。 
わたしの注意が向くのは、笑っている腹の出た商人。 
アフリャン・ナマルヴ （死者たちのミサ） オーン・オトゥーリシュク 
〔 59 〕 
頬の広い男で、豚を輸出している。 
しわの寄ったフリースの肌をした明るい色の血統。 
怠け者の船乗りたちは彼の富にひれ伏す―― 
そしてあれが必ず子を産む小型の雌豚だ、誓ってもいい―― 
娘はわたしたちを永遠の不安に目覚めさせる。 
 
恋わずらいから回復するのはむずかしい 
競争に参加するのはむずかしい 
英知の鮭*が 
狭い滝ではねるのはむずかしい  
 
だれがこの葬送の船からわたしを解放してくれるのか？ 
あるいはどんな水浸しの岸辺が目的地なのか？ 
これはわたしがまだ若くて、正確な言葉を求めていた頃に 
思い描いていた詩句ではなかった。 
わたしはサッポーの*一行が得られるのならフィニア騎士団*の歌すべてを差
し出しただろう。 
わたしは伝説の汚泥など予想していなかった、 
俗事で破裂する破壊的なピストンも 
古くさい韻律と古くさい意味をもつ欲望の言葉も。 
挙げ句にわたしは欲望の主流に身を委ねている。 
かすんだ交差点に、もやのかかった日差しを通して 
イーソンズ書店*の磨かれた窓ガラスがちらりと見える。 
そこで美しい、ほっそりした数冊の本*が 
わたしの最初のイヴの最初の才能を示している。 
ソレニヨッテ世界ハ裁カレヨウ*。 
 
彼女の額には子育てに疲れたしわがある。 
二重あごの商人は、突き出た腹で盛りあがったチョッキの上で 
腕を組んで、思い出に浸ろうと努めている。 
〔 60 〕 
アフリカ人は見つめ続ける 
白人への同情が心に湧き起こったかのように。 
若い男はタバコに火をつけ 
両手で火をおおう。 
朝が彼女の顔に、 
その明るさは彼女の髪のつやから流れ出る灰のよう、 
眠たげなその目には黄金のきらめき―― 
 
言葉が見える――「詩人」。 
詩人は生きた炎を灯す*、 
穏やかな港で 
酔って陽気になりふらふらと歩きながら。 
 
むきだしの裸に見える、美の骨格、 
フルートのように細長い円柱、コリント様式のなかが空洞の石が 
左手のもやのなかから立ち上がる*。 
けがれなき処女。彼女はわたしたちを救ってはくれなかった*。 
だがわたしたちは依然として異教の建物を維持し 
シンフェーン党*の「神々の黄昏*」において 
はるか遠くの町との関係を称えている。 
アフリカ人が中央郵便局の 
いつわりの偶像の名を尋ねる―― 
「誰にこの神殿は捧げられているのか？」 
「神にさ。知られざる、知り得ない神に――*」 
 
ワタリガラスのように舞い降りてきて 
わたしの肩にとまった雲*、 
わたしの青春が終わった叙事詩の結末 
そして悲劇の理解がもしなかったら。 
 
アフリャン・ナマルヴ （死者たちのミサ） オーン・オトゥーリシュク 
〔 61 〕 
旅の終わり。わたしたちは下車する。 
外は昼間で、にわか雨の合間の日差しの魔法、 
それが八月の苦痛だ。 
郵便局の破風、いつわりの偶像、 
貯蓄を勧める広告、歯磨きの広告、 
宗教の掲示板そして映画スターの看板が 
街で作ったへぼ詩のさえずりを威圧する。 
車掌は運行の報告を書く。 
高いヒールがコツコツ、低いヒールがトントン、 
亡霊たちが降りてきて現在形に、 
塔の礎石のそば 
ずっと前からイメージがわたしたちを待ち受けているところで。 
グラジオラス*のような光の剣がわたしの記憶を傷つける。 
そして、知られざる神よ、つぐないには何をしたらよいのでしょうか？ 
だがわたしの歩みがもう手遅れだと言う、 
もう午後で、爆弾投下は終わった、 
絹のスカートのさらさら言う音がわたしに告げる、 
休日について理解が混乱するなかで、 
わたしたちはヒロシマを爆破したと。わたしは 
顔を目の前の道路に向ける。ひとつの仮面 
それを通してしばらくの間、詩人たちの叙事詩の抑揚が響き、 
彼らは五感を越えて、 
この音楽はまだ死に絶えてはいないと告げる。偉大な都市が 
わたしのまわりで響いている。礎石が 
振動している。わたしには聞こえる、 
午後の交通の喧噪のなかで 
 
雄牛の神に発情した 
エウロペ*のしゃがれた叫びが。 
 
〔 62 〕 
空がかき曇る。わたしたちは走り出し、 
にわか雨が降ってくる。 
 
ディエス・イレ（怒りの日）：レクイエム（死者のためのミサ）の一部。 
緑色のバス、その象徴：ダブリン市内を走るダブルデッカー。ロンドンの同
種のバスが赤を特徴とするのに対し、緑の国アイルランドを象徴して緑色
に塗られている。 
中生代のぬかるみ：中生代は地球に生命が誕生した時代。バスに恐竜のイメー
ジを投影している（カーニー）。 
わたしたちが生み出した騒々しさ（the babel）：バベルの塔（Tower of Babel）
の連想を伴う。 
原子とその美しい燃え残りのダンス：アイルランド語の原文では、「アダムた
ちと彼らのかぐわしいイヴたちのダンス」との含意がある（カーニー）。 
ケイリー：アイルランドやスコットランドに伝統的な、物語と歌とダンスの
つどい。 
百
もも
鳥
どり
の集い：ジェフリー・チョーサー（1343 頃-1400）の詩のタイトル。 
言葉とカモメの集まり：バスの車内のおしゃべりと、海に近いリフィー川の
上を飛ぶカモメの鳴き声。 
エーニアの子宮にルーを形成した：アイルランド語の原文では、「核の中心に
光を創造した」との含意がある（カーニー）。ルーはケルト神話でエーニア
の息子。光・太陽・才能の神。あらゆる芸術の創造者。戦いに強く、槍を
巧みにあやつることから長腕のルーと呼ばれる。詩人は特に太陽といかず
ちの神ととらえていて、それが原爆投下のイメージと重なる。 
エネルギーは質量×光速度の二乗に等しい：アインシュタインの公式。原爆
製造にも使われた。 
オコネルの記念碑：オコネル（1775-1847）はアイルランド独立運動の指導
者。通称「解放者」。カトリック教徒の解放に寄与した。その記念碑がオコ
ネル通りの入口、オコネル橋を渡ったところにある。記念碑の台座には４
体の天使像があるが、1916 年のイースター蜂起の時に、３体の天使の胸に
銃弾が撃ち込まれ、そのまま残っている。 
アフリャン・ナマルヴ （死者たちのミサ） オーン・オトゥーリシュク 
〔 63 〕 
自分の人種に背を向けた民族：英語を押しつけられて母語としてのアイルラ
ンド語を失ったことを指す。 
メトロポール：1972 年まで実在した映画館。メトロポールはギリシア語のメ
トロポリスに由来し、「母なる都市」の意（カーニー）。 
葬送競技：死者を追悼するために行われる競技大会。古代のギリシアやアイ
ルランドに見られる。 
「黒い水たまり」：ダブリンのこと。Dublin は「黒い水たまり」という意味
のアイルランド語 ‘Dubh Linn’の英語化（カーニー）。 
シュ：「主よ（キリエ）」参照。 
エリウゲナ：９世紀アイルランドの神学者・哲学者・詩人。 
アプロディーテとプリマヴェーラ：ボッティチェッリの「ヴィーナスの誕生」
と「プリマヴェーラ（春）」に描かれた美の女神と春の女神。 
旅人：ここでは黒人ではなく、自分自身を指す。ネクタイと日よけ帽という
黒人らしい出で立ちはまねできても、その奔放な空想力はまねできない。 
宝物ガ波間ニ：原文ラテン語。ウェルギリウス『アエネーイス』第１巻、119
行より（カーニー）。 
英知の鮭：オシアン伝説に出てくる鮭で、英知の泉に落ちた９粒のはしばみ
の実を食べたことから、世界のあらゆる英知を持っている。この鮭を最初
に食べた者にはその英知が授かるとされる。 
サッポー：紀元前 600 年頃、レスボス島に生まれたギリシアの女性詩人。 
フィニア騎士団：２，３世紀にアイルランドで活躍した騎士団。 
イーソンズ書店：オコネル通りに支店をもつ書店。 
美しい、ほっそりした数冊の本：若い時に出した詩集が書店に並んでいる。 
ソレニヨッテ世界ハ裁カレヨウ：原文ラテン語。ミサ「怒りの日」の一節（カー
ニー）。 
詩人は生きた炎を灯す：ダブリン中央郵便局にイースター蜂起を記念するプ
レートがあり、「彼らは炎を燃えたたせた者たちだ」とアイルランド語で記
されている（カーニー）。 
むきだしの裸に見える、・・・左手のもやのなかから立ち上がる：オコネル通
りの中央郵便局。ここでピアス（1879-1916、アイルランドの詩人、解放
〔 64 〕 
運動家、イースター蜂起に敗れて処刑された）が 1916 年、アイルランド
共和国を宣言し、それがイースター蜂起の引き金となった。語り手はピア
スの詩の冒頭「わたしは裸のきみを見た、美のなかの美よ」を思い起こし
ている。新古典様式の中央郵便局の建物の円柱は実際はコリント式ではな
くイオニア式（カーニー）。 
けがれなき処女。彼女はわたしたちを救ってはくれなかった。：聖母マリア、
すなわちカトリック教会はアイルランド独立を助けてくれなかった。 
シンフェーン党：アイルランドの独立を目指した、政治結社。アイルランド
共和国成立後は、北アイルランドの統合を主張。この詩が書かれた当時、
勢力を弱めていた。 
「神々の黄昏」：原文ドイツ語。ヴァーグナーのオペラのタイトル。北欧神話
における終末を意味する。 
知られざる、知り得ない神に：「知られざる神に」は使徒言行録 17.23 にあ
る言葉。アテネに伝道に行ったパウロは「知られざる神に」と刻まれてい
る祭壇を見つけ、市民に「あなたがたが知らずに拝んでいるもの、それを
わたしはお知らせしましょう」と言う。 
ワタリガラスのように舞い降りてきて、わたしの肩にとまった雲：「ワタリガ
ラスが彼の肩に止まった時、敵ははじめてクフーリンが死んだことを知っ
た」との文言が中央郵便局にあるオリヴァー・シェパード作の彫刻に書か
れている（カーニー）。クフーリンはアイルランドの神話上の英雄。彫刻家
オリヴァー・シェパード（1865-1941）はイースター蜂起を記念して、ク
フーリンの死をテーマにしたこの彫刻を作成した。 
グラジオラス：グラジオラスのラテン語の語源 gladius は剣の意味（カー
ニー）。 
エウロペ：フェニキアの王女。雄牛に姿を変えたゼウスにさらわれ、クレタ
島で子を産んだ。「ヨーロッパ」の含意がある。 
 
 
  
アフリャン・ナマルヴ （死者たちのミサ） オーン・オトゥーリシュク 
〔 65 〕 
５．オスティアス・エト・プレチェス（いけにえと祈り）* 
 
チャタム通り*のバーで 
心の痛みから 
今日の災いとその影響を 
韻文の語りの形式で探ることにした、 
わたしの不毛な言葉をつぐなうために。 
技能は、その人の人生だ。 
 
祭日なので、芸術家気取りの人々が 
祝いの酒を飲み干している。 
わたしは彼らに具体的なかたちを与える、 
二カ国語*を自分なりに調合して 
わたしたちが、この日を無駄に過ごした、その分をつぐなうために。 
わたしの詩はわたしのいけにえ。 
 
女たちのおしゃべりとうわさ話 
だがカウンターのうしろの、まったく中性的な鏡のなかに 
すべては保存されている―― 
わたしの高慢をお許しください。 
意志の欠如をつぐなうために 
わたしが差し出せるのは詩だけ。 
 
画家がカウンターに座っている。洞察に富む男、 
女たちはみな称讃の意*を隠さない。 
それから古典語学者がわたしたちのために 
二つの信条の知らせを言葉にする。抽象概念。 
わたしたち三人が断ち切った帯*をつぐなうために 
わたし自身はあえて歴史を解説する。 
 
〔 66 〕 
この瞬間はゆがんで生きている。鏡に 
ひびが入っていて、それがゆがんで見せている、 
わたしたちの髪の少なさ、 
女たちのふくれた頬、男たちの汗を。 
二つの都市の子供たちの暴力的な死において 
わたしたちの至らなさをつぐなうために 
わたしたちの能力に欠陥はあるものの、わたしはゆがみを見る、 
おそらくわたしたちは煉獄にいて 
悪い空気のなか、悪い時に 
目に届かぬ笑いを探っているのだ、 
漂流するわたしの四十年間をつぐなうために 
わたしは自分の詩の舵取りをしようとしている。 
 
画家はひびに気がついて、 
鏡から顔を隠した、かしこい男だ。 
古典語学者は鏡から顔を隠して 
ギリシア語の詩を朗唱した。 
それ以来、わたしたちが見て見ぬふりをしてきたものをつぐなうために 
わたしは真実を見る、詩人として―― 
 
チャタム通りのバーで 
わたしはひび割れた鏡像のなかの 
知られざる神*を見つめ、それを通していっとき見た、 
二度破裂した原爆*を。そしてわたしは用意する、 
その対話へのささやかな返礼として 
わたしのささげものとわたしのミサを。 
 
オスティアス・エト・プレチェス（いけにえと祈り）：レクイエムの一部。 
チャタム通り：ダブリンにある通り。 
アフリャン・ナマルヴ （死者たちのミサ） オーン・オトゥーリシュク 
〔 67 〕 
二カ国語：英語とアイルランド語。 
称讃の意：アイルランド語の原語には「裸の女」の含意がある（カーニー）。
ヌードモデルになる、という含意を読み取ることができる。 
帯：「４．怒りの日（ディエス・イレ）」に出てきた「わたしたちの絆の帯」。 
知られざる神：「４．怒りの日（ディエス・イレ）」の注参照。 
二度破裂した原爆：広島と長崎への原爆投下。 
 
６．クイ・ヴェニト（きたる者）* 
 
彼女は雨の通りをやってくる、わたしの水路の 
ふちで光るジャコウソウのように、 
濡れていて美しい、わたしの詩＝花嫁。 
 
ごみの散らかった舗道の上で、彼女の名には祝福があり、 
敷石の上の幾筋もの流れが、それぞれの名を歌う。 
わたしは彼女のレインコートを歌う、宝石箱として 
女性の明るい子宮のなかにいるスズメたちとして 
わたしは彼女を認知する自作の詩をうたう 
 
雨の通りをやってくる彼女は、 
わたしの少し汚れた流れのなかの鮭*。 
幻影の顔、詩の主題を 
提供してくれる。 
 
クイ・ヴェニト（きたる者）：ミサの「ベネディクトゥス（祝福あれ）」の一
節、「主の御名
み な
においてきたる者に祝福あれ」より。 
鮭：アイルランド文学では美しい女性はよく鮭として描かれる（カーニー）。 
 
 
〔 68 〕 
７．ダ・ノービス・パーチェム（われらに平和を）* 
 
映画館*で光線が投射される時 
わたしは輝く小川を思う。 
イソギンチャクは原生動物のなかにさえいた* 
だから 
わたしは映像を見る必要がない。 
 
もしこの不断の行為に平和を見出すなら 
もし真実を追い求めて狩猟隊が来たら―― 
 
何百何千のまなざしが暗闇のなかで待っている。 
目は生きているが、女性的だ。 
ただ生きた言葉だけが 
イソギンチャクと輝く小川を収集する。 
歴史は知識、墓のなかの目だ。 
原子エネルギーは生きた言葉で 
電流によって古い名前を探る。 
愛と死と輝く太もも 
だから 
わたしは映像を見る必要がない。 
 
だがもしこの果てしないおしゃべりに平和があったなら 
もし戦闘において、等式において、集会場で 
真実を追い求めて叫ぶ人々が来たら 
もし釣り針が美の池に着水したら 
もし傷のついた言葉が正確な詩行のなかで洗い清められたら―― 
 
映画館のなかでとなりの彼女の黒髪がきらめくのをわたしは見る 
わたしは輝く小川を思う。 
アフリャン・ナマルヴ （死者たちのミサ） オーン・オトゥーリシュク 
〔 69 〕 
歴史は墓、とりで、町だ。 
愛は彼女の輝く太ももで死を甘くし 
 
このわたしたちの都市は 
暇つぶしに彼女の持ち物を積み上げながら続いていく、 
やがて暗闇に閃光*が走り、テレビ*が登場する 
だから 
わたしは映像を見る必要がない。 
映像はわたしたちの努力の結果を自身に向けて反射するだけ。 
わたしはサウンドトラックを追う必要がない 
それは答えのこだまにすぎないから。 
わたしたちの平和は 
戦闘や部屋着や等式にはない 
そしてわたしたちは留まる、この映画館という墓のなかに留まる、 
言葉の風を待ち受けながら 
 
やがてわたしは 
ちょろちょろ流れる小川を思う 
灰色の日と魚がのぼってくる。 
 
ダ・ノービス・パーチェム（われらに平和を）：ミサの「アニュス・デイ（神
の子羊）」の一節。ドナ・ノービス・パーチェムと言うのが通例。 
映画館：プラトンの洞窟の比喩を彷彿させる（カーニー）。 
イソギンチャクは原生動物のなかにさえいた：作者は、現在あるものを悠久
の歴史のなかにとらえている（カーニー）。 
閃光：インスピレーションと原爆の両方を暗示（カーニー）。 
テレビ：テレビジョンとは語源的に「遠くを見ること」を意味する。インス
ピレーションによって詩人は「遠くを見る」ことができるようになる（カー
ニー）。 
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８．ルクス・エテルナ（永遠の光）* 
 
日が暮れたばかりの空はきれいだ 
むきだしでネオンには酔っ払った言葉が刻印されているように見える、 
あたらしいつづりで 
調子を合わせ、禁欲を守って。 
 
エデン・キー*でバスを待っていて 
わたしたちは、バラ色の熱に魅了された人々の列に 
並んでいる。リフィー川が 
石段で川の進路*を歌う。 
 
文字の寄せ集め、活字の衝突を通して 
古い時代の古い言葉を 
わたしたちのチョコレート、わたしたちのタバコの主題のなかに思いつく。
そうね、 
川はずっと言っている。 
 
流れはたえず上げ潮に巻き込まれる、 
宝くじがグラスのように浮いたり沈んだりしていて、 
鮭の花嫁がわたしたちが失った賞金を 
腰帯としてまとっている。 
 
川は啓発的な言葉が 
そのグラスのなか、泡立ちのなかに入るがままにしていて 
そこでは朝が霜の明るいコートをまとって横になっていて 
同族で交合している。 
 
青いかみそりの刃*が流れに洗われ 
そのおかげで原形を留めている 
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光の交わり（聖体拝領）のなか 
公園にはのぼりが誇らしげにずっと立っている 
 
この夜の神秘のなかで、秘密の客が 
審判のひだを 
二重にし、絶えず交錯させ 
その輪郭が意味になる。 
それは垂れた――なんとすべすべしているのだろう―― 
なんと静かで、なんという輝き、 
並んだ歯が魔法の名前とともに 
鉄橋からひと筋の光線* 
 
わたしたちの追憶がナナカマドの野に残るまで。 
死はきみのマイラ*、パドレイギン*を滅ぼしはしなかった。 
夜の偶然により彼女の象徴はあふれこぼれて、 
女性的な流れは保たれている。 
 
警笛が鳴るなか、往来の叫び声が 
啓示の夜に橋を渡っている 
リフィー川は、愛すべき古代の文字*で書かれた 
秘密をもって流れる 
 
一なるものは生きつづける。はためく言葉の総体は 
深淵の上で生きつづける 
みな一緒に天使となって 
古代の詩の美しい韻文のなかに。 
 
ほぞつぎされた石とその偉大な宝は残る 
図案の祝祭のなかに 
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リンボウは花をつけ、彼女はぼくの恋人*、を証明しながら。 
わたしたちは人々のなかに混ざる。 
 
ルクス・エテルナ（永遠の光）：ミサの「コンムニオ（聖体拝領）」の一節。 
エデン・キー：リフィー川北岸、オコネル橋とバット橋の間の河岸。 
進路：‘course’ のアイルランド語の原語 ‘sea’ は ‘yes’ の意味があり、次の
連の「そうね」 ‘Yes’ につながる（カーニー）。 
青いかみそりの刃：（ジレットの）ひげそり用の刃の広告か？（カーニー）。 
並んだ歯が・・・ひと筋の光線：おそらくバット橋の鉄橋にある歯磨き粉の
広告への言及（カーニー）。 
マイラ：アイルランドにある女性の名。英語のメアリーにあたる。 
パドレイギン：アイルランドにある女性の名。英語のパトリシアにあたる。 
愛すべき古代の文字：χρ。ギリシア語でキリストを表す最初の二文字（カー
ニー）。『ケルズの書』でこの二文字が図案化されている。 
リンボウは花をつけ、彼女はぼくの恋人：アイルランドの恋愛詩によく出て
くるフレーズ（カーニー）。 
 
 
９．レクイエム 
 
抽象的な時計が 
静寂のなかで、カチッと利発で小さな音をたて 
暗闇のなかで、そのバネの不安を解消する、 
だが詩は詩人に戻ってくる。 
 
小さなネズミが自分の文書をかじる。 
ネズミは、暗闇のなかでかじる歯の不安について 
全く異なる理解をしている、 
だが詩人は洞察の床に横たわっている、 
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爆破された。 
 
リズムを打つバネは解き放たれよう 
そして小さな歯は満足するだろう 
暗闇のなか巣穴を掘ることで。 
だが詩人は満足の理解のしかたが違っていて 
 
自分のリズムに安らぎを得る。努力したあとで、 
詩人はひとり笑う、 
暗闇のなか、目を見開いて、そこに横たわり、 
時計のカチッというかすかな音と歯がたてるカサカサいう音のなかに聞くか
ら 
 
ヒロシマの子供たちの殺戮を。 
 
闇の奥からはね飛ぶ「言葉」のなかに 
内なる平和がやってくる 
そして詩はその源へと回帰する 
 
 
オーン・オトゥーリシュク（1919-82）について 
 
コルバート・カーニー 
 
オーン・オトゥーリシュク／ ユージーン・ウォタズ（Eoghan Ó Tuairisc 
/ Eugene Watters）はゴールウェイ州、バリナスローに生まれ、小学校教師
を経て、1961 年にプロの作家になった。アイルランド軍将校として軍務に服
し（1939-45）、ゲール語連盟の機関誌『ファスタ』（Feasta）の編集長を務
める（1962-65）。多作な作家でアイルランド語と英語の両方で書いた。アイ
ルランド語の作品として小説 3 編、戯曲 8 編、詩集 2 冊があり、英語の作品
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のなかには、長詩『ダーモットとグレイスの週末』（The week-end of Dermot 
and Grace, 1964）がある。彼は古典や現代文学から幅広く引用し、アイル
ランド語で書くことに深い知識を有する。だがオトゥーリシュクの作品に最
も大きな影響を与えたのは、プラトンの「人類の歴史の往来の根底にある普
遍的な型に対する感覚（・・・）偶然の出来事の背後にある、永遠の構造を
常に求める不変の明晰さ」である（Kerney 1985: 91; 97）。オトゥーリシュ
クは、初期の作品においては、二つの言語の間で折り合いをつけていたが、
次第に（英語を拒否はしないものの）アイルランド語で書く姿勢を鮮明にし
ていった。 
 
正しいのかどうかわからないが、わたしは次の結論に達した。今からはア
イルランド人の作家としてアイルランド語で書くのだ、アイルランド語は
生気を失った社会の活力となり、わたしの運命は、創作家としての残りの
人生をオーン・オトゥーリシュクとして送ることにあるのだと。やみくも
にわたし自身の１マイル四方の土地を耕し、都会も田舎も、アイルランド
中のあらゆる生活の側面をアイルランド語で表し、わたしたちのうちに脈
打つ英語の伝統をアイルランド語による現代的な著述という小さな流れに
誘導するのだ。（Nic Eoin 1988: 349） 
 
 アイルランド語による最初の詩集『ルクス・エテルナ（永遠の光）』（Lux 
aeterna, 1964）では、伝統的な歌や、音節に基づく古い韻律、さらに「ポス
トイングリッシュ（英語以後）」の独特な詩的言語を採用し、詩形をあやつる
職人芸を見せている（Kerney: 104）。この詩集には広島の原爆投下について
の長詩「アフリャン・ナマルヴ（死者たちのミサ）」（‘Aifreann na marbh’）
が収められている。これはカトリックの死者たちのためのミサを模倣しつつ
「意図的に『クレド（信仰告白）』と『グローリア（栄光の賛歌）』を省いた」
ものである（Barone: 2001. 81）。書かれたのは 1960 年代の初めだが、この
作品には「ポストヒロシマ（広島後）」の世界に生きているとの感覚がみなぎっ
ていて、それは彼が 1945 年に最初の妻のウーナ（Úna, 1965 年没）と新婚
旅行中に、原爆の記事を読んで以来ずっと続いているものなのである―「何
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週間かぶりの新聞、全面、原爆、ヒロシマ。わたしたちは列車に乗っていて、
明るい八月の日差しが車窓から差していた。わたしは今でも黒々とした見出
しとあの時のショックをありありと思い出す。まるで何年も眠っていて、突
然揺り起こされたかのようだった」（Nic Eoin, 1988: 93）。 
詩の進行につれて、芸術、文学、科学、交易、哲学、言語、宗教といった、
アイルランドそしてヨーロッパの輝かしい文明が疑問に付され、人間の無限
とも思える破壊能力に対し、有意義な反応を示し得ないということがわかる。
ケルトの光の神ルーナサの月である八月、キリストの変容の祝日のジェ
ルーィン（月曜）がラー・アルーィン（世界の終末の日）になって、絶滅を
もたらす原子力の破壊の光が太陽の自然の光にとってかわる（Mac Craith, 
1986: 67）。この詩はまた古代アイルランド文学に言及して、詩人は、統合し、
癒し、創り出す想像力により、愛と暴力の永遠の争いを仲介する責任がある、
とのオトゥーリシュクの考えを表明している。誰もが広島の大量破壊のとが
を負うが、詩人は言葉の祭司として特に重い責任を担うのだ（Nic Eoin, 
1988: 390）。 
オトゥーリシュクの第二詩集『ジアラン・サ・ジーシャルト（隠遁日記）』
（Dialann sa díseart, 1981）は二番目の妻リタ・Ｅ・ケリ （ーRita E. Kelly）
との共作だが、カーロー州の人里離れた運河沿いの家に隠棲し、間欠的に訪
れる啓示によって救いを得られる禁欲生活を称えている。 
 
引用文献 
Barone, Rosangela. 2001. ‘Lá gréine na blaisféime’, Poetry Ireland Review 
68. 80-82. 
Kerney, Colbert. 1985. ‘Between birth and birth, Lux Aeterna’. Poetry 
Ireland Review 13, Special Eugene Watters Issue, ‘The week-end of 
Dermot and Grace’. 90-105.  
Mac Craith, Mícheál. 1986. ‘Aifreann na Marbh: Oidhe Chlainne 
Hiroshima’, An Nua-fhilíocht: Léachtaí Cholm Cille XVII, Pádraig Ó 
Fiannachta (ed. ). 61-94.   
Nic Eoin, Máiriín. 1988. Eoghan Ó Tuairisc: Beatha agus saothar. Baile 
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Átha Cliath: An Clóchomhar. 
 
 
オーン・オトゥーリシュクを英訳して 
 
コルバート・カーニー 
 
 ユージーン・ウォタズ ／ オーン・オトゥーリシュクは英語を母語として
育ち、学校ではじめてアイルランド語に出会った、バイリンガルの作家だっ
た。彼の長詩『ダーモットとグレイスの週末』と「アフリャン・ナマルヴ」
は主題と詩法において多くの共通点がある。どちらも典型的なモダニズムの
作品で、意図的に「文学的」であり、それは語彙の用い方や、とくにエリオッ
ト、イェイツ、ジョイスといった作家たちへの引喩に表れている。 
 オトゥーリシュクは、時おり引喩によって言及するこれら先人たちの作品
を模倣しようとしたのではない。あきらかに彼の意図は、アイルランド語の
可能性を開き、ほかの「近代語」と肩を並べられるようにすることで、この
言語をヨーロッパ化することにあった。そのため彼は、たとえば、テーマに
核の時代という、人類史の新しい時代の誕生を選んだり、以前のアイルラン
ド詩人たちがスチュアート家の僭主*を扱ったように国際情勢を扱ったり、ア
インシュタインの公式を自由に引用したりした。 
 オトゥーリシュクはこの大惨事を人類史の文脈に位置づけよう試み、その
方法として（少なくとも）二つの関連する意味をもつ言葉の和音を用いてい
る。その一つは 1945 年の広島からとられ、もう一つはどこか別の時代もし
くは場所から取られている。最初に出てくる例は「アダム」と「アトム」を
結びつけるもので、それによってこの詩の 3 行目の「アダムの子供たち」は
今や「原子力時代の子供たち」であると思い至ることになる。別の例では、
「月曜」を「審判の日」と共鳴させ、広島の破壊をキリスト教の黙示録の恐
怖に関連づけるよう仕向けている。 
 ユージーン・ウォタズの名で オーン・オトゥーリシュクはわたしの先生
だった、公式には小学校最終学年の時の担任として、非公式にはその後長年
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にわたって。誰よりも彼は、自身が愛した文学（アイルランド文学、英文学、
ギリシア・ローマの文学）の喜びを教えてくれた。1964 年に「アフリャン・
ナマルヴ」を読んだ時、わたしはすぐさまあることに気づき、それは今も当
時と同様にありありと胸に迫ってくる。すなわちこの詩には、上部構造から
統語法まで、至る所に彼がいて、それはただちに彼自身であるとわかり、ユ
ニークな想像力が尋常ならぬ表現形式を見出しているのである。 
 かつての恩師への感謝のしるしとしてこの翻訳をする気になったが、それ
にはアイルランド語の詩についての専門的知識が足りないとわたしにはわ
かっていた。そのため友人で同僚の、コーク大学アイルランド語学名誉教授、
ショーン・オコリャーン（Seán Ó Coileáin）に大いに助けてもらうことにな
り、彼には心より感謝している。言うまでもなく、至らぬ点はすべてわたし
自身の責任である。 
 
スチュアート家の僭主：ジェイムズ・フランシス・エドワード・スチュアー
ト（1688-1766）。ジェームズ二世の子。イギリスの王位僭称者。 
 
 
解題 
 
道家英穂 
 
オーン・オトゥーリシュク（英語名 ユージーン・ウォタズ）の「アフリャ
ン・ナマルヴ（死者たちのミサ）」は、原爆をテーマにし、カトリックのミサ
の形式を踏まえた一連の詩である。原爆の惨状が直接的に描かれることはな
く、語り手はダブリンにいながら「ヒロシマ」に思いを馳せている。 
「１．イントロイトゥス（入祭唱）」では広島の町を無垢な娘に喩え、原爆
を陵辱のイメージでとらえる。ミサの入祭唱冒頭の「主よ、永遠の安息を彼
らに与え、絶えざる光で照らし給え」を踏まえ、「わたしたち」は「永遠の不
安」に目覚めることになる。あとのセクションで次第に明らかになるように、
原爆を投下した側の加害者意識と、弱者としての広島の人々への共感が表さ
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れている。またキリスト教徒として原爆をどうとられるべきかという問題も
提起されている。 
「２．キリエ（主よ）」では、「主イエス、憐れみたまえ！」という日本語
の祈りの言葉をアイルランド語に音訳した言葉が繰り返される。語り手は、
広島の人々の祈り・叫びを反芻しながら、ダブリン大学トリニティ・コレッ
ジの平穏な構内を歩き、図書館で『ケルズの書』を見る。第二次世界大戦で
アイルランドは中立国だったが、詩人は英語圏の人間として連合国側に身を
置き、原爆投下に罪悪感を覚える。 
「３．グラドゥアーレ（昇階唱）」では、（人類が）太陽を盗んで原爆を製
造したことと、（自分が）ミサの「昇階唱」を借用して詩を書いたことを懺悔
して神の許しを乞う。詩人は、自らの起源と災いが、ケルト神話ではなく、
キリスト教の原罪にあるととらえる。 
「４．ディエス・イレ（怒りの日）」は全体の半分近くの長さがあり、全編
の中核をなすセクションである。語り手は、バスでダブリン市内を移動しな
がら、一見平穏な車中や車外の情景を描きつつ、「ヒロシマ」に思いを馳せて
いる。広島の人々への共感は、イギリスの支配下にあって固有の言語を奪わ
れたアイルランド人の民族意識とも結びついている。 
作品後半では、原爆について「詩を書くこと」がテーマになっている。 
「５．オスティアス・エト・プレチェス（いけにえと祈り）」の舞台はダブ
リン市内、チャタム通りのバー。詩人は画家、古典学者と居合わせる。画家
も古典学者も原爆の現実をまともに見ようとしないのに対し、詩人はそれを
直視して詩を書く決意を述べる。 
「６．クイ・ヴェニト（きたる者）」では詩的インスピレーションが美しい
女性に喩えられる。汚れた世界のさなかにあっても詩は美しく、祝福されて
いる。「ヒロシマ」への言及はない。 
「７．ダ・ノービス・パーチェム（われらに平和を）」は、映画館を比喩的
な舞台とし、詩を、永遠にして普遍なるものを、かすかながらもとらえる装
置と見る。 
「８．ルクス・エテルナ（永遠の光）」も具象の背後に「一なるもの」を見
るが、むしろリフィー河畔の具体的な情景描写がすぐれている。７、８のセ
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クションにも原爆への直接的な言及はない。 
「９．レクイエム」では詩作をテーマとしながら、ふたたび原爆が前景化
される。原爆投下が、遠く離れた国にいる詩人にインスピレーションを与え
ることの皮肉が歌われている。 
 「アフリャン・ナマルヴ（死者たちのミサ）」はアイルランド語で書かれ、
日本ではこれまであまり知られることがなかったが、2010 度本学客員教授で
現在コーク大学名誉教授のコルバート・カーニー氏（Colbert Kearney）が
英訳し、アイルランド語による 20 世紀の詩のアンソロジーLeabhar na 
hAthghabhála: Poems of Repossession. Ed. Louis de Paor (Hexham, 
Northumberland: Bloodaxe, 2016) に原文とともに収録された。この詩を是
非日本の読者に紹介したいとのカーニー氏の要請を受け、氏の英訳をもとに
日本語に翻訳する運びとなった次第である。詩の注で（カーニー）の表記が
あるものは、カーニー氏による注。訳出にあたっては、ほかにもさまざまな
箇所について、カーニー氏に直接問い合わせて教えていただいた。 
また梨本邦直氏（法政大学教授）にはアイルランド語のカタカナ表記につ
いて、辻昌宏氏（明治大学教授）にはミサの形式についてご教示いただいた。 
全部で９つあるセクションのうち、「４．ディエス・イレ（怒りの日）」は
『現代詩手帖』思潮社、2016 年 9 月号に掲載されたが、思潮社の計らいで、
再録が可能になった。 
最後になるが、カーニー氏の依頼を受けて、この翻訳の仕事を紹介してく
ださった、堀江洋文所員に篤く御礼申し上げる。私の拙い訳文が、原文のニュ
アンスを多少なりとも伝えることができていたら幸いである。 
